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１

　

闇や
み

に
閉
ざ
さ
れ
た
海
岸
に
、
青
白
い
光
が
点
滅
し
た
。

　

昭
和
一
八
年
三
月
一
七
日
二
一
時
二
七
分
（
現
地
時
間
二

三
時
二
七
分
）。

　

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
ル
ン
ガ
泊は

く

地ち

だ
。

「
信
号
を
確
認
。『
カ
モ
メ
、
カ
モ
メ
』」

「
手
順
通
り
返
信
せ
よ
」

　

信
号
長
安や

す

田だ

保た
も
つ

上
等
兵
曹
の
報
告
を
受
け
、
軽け

い

巡じ
ゅ
ん

洋よ
う

艦か
ん

「
北き

た

上か
み

」
艦
長
鶴つ

る

岡お
か

信の
ぶ

道み
ち

大
佐
が
命
じ
た
。

「『
シ
ラ
サ
ギ
、
シ
ラ
サ
ギ
』
と
返
信
し
ま
す
」

　

安
田
が
応こ

た

え
、
艦か

ん

橋き
ょ
う
の
後
ろ
に
位
置
す
る
信
号
灯
が
点

滅
し
た
。

　

し
ば
し
の
沈
黙
の
後
、

「
信
号
了
解
。
深シ

ン

謝シ
ャ

ス
」

　

と
の
応
答
が
、
海
岸
か
ら
返
さ
れ
た
。

「
敵
発
見
の
報
告
な
し
」

　

航
海
長
佐さ

藤と
う

文ふ
み

雄お

少
佐
が
報
告
し
た
。

「
両

り
ょ
う

舷げ
ん

停
止
。
錨

い
か
り

下
ろ
せ
」

　

を
鶴
岡
が
命
じ
、「
北
上
」
は
そ
の
場
で
停
止
し
た
。
艦

首
と
艦
尾
か
ら
、
投と

う

錨び
ょ
うの
水
音
が
届
い
た
。

　

後
続
す
る
第
二
七
、
第
三
〇
駆く

逐ち
く

隊
の
駆
逐
艦
七
隻
も
、

順じ
ゅ
ん

次じ

錨
を
下
ろ
す
。

「
作
業
開
始
！
」

　

鶴
岡
が
、
低
い
が
よ
く
通
る
声
で
下
令
す
る
や
、
艦
の
後

部
か
ら
水
音
が
伝
わ
っ
た
。

　

食
糧
、
弾
薬
等
の
補
給
物
資
を
詰
め
た
ド
ラ
ム
缶
が
、
海

面
に
投
げ
下
ろ
さ
れ
始
め
た
の
だ
。

　

昨
年
―
昭
和
一
七
年
一
二
月
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
、
軽

巡
、
駆
逐
艦
に
よ
る
物
資
輸
送
だ
。

　

火
砲
、
軍
用
車
両
、
飛
行
場
建
設
用
の
土
木
機
材
と
い
っ

た
か
さ
ば
る
も
の
は
運
べ
な
い
が
、
食
糧
、
弾
薬
、
医
薬
品

等
の
物
資
を
補
給
す
る
こ
と
で
、
守
備
隊
将
兵
の
生
命
を
繋つ

な

ぎ
、
戦
闘
力
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

　

本
来
は
輸ゆ

送そ
う

船せ
ん

を
用
い
る
べ
き
任
務
だ
が
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
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ル
の
周
辺
に
は
多
数
の
敵
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

が
網
を
張
っ
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
リ
デ
ス
諸
島
の
エ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
サ
ン

ト
島
か
ら
飛
来
す
る
ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
17
〝
フ
ラ
イ
ン
グ
・
フ

ォ
ー
ト
レ
ス
〞
も
、
輸
送
船
を
攻
撃
し
て
来
る
。

　

敵
艦
隊
―
巡
洋
艦
や
駆
逐
艦
が
ル
ン
ガ
沖
に
出
現
し
、

輸
送
船
を
狙ね

ら

う
こ
と
も
あ
る
。

　

多
数
の
輸
送
船
が
失
わ
れ
た
結
果
、
大だ

い

本ほ
ん

営え
い

は
、

「
輸
送
船
に
よ
る
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
へ
の
補
給
は
極
め
て
困

難
」

　

と
判
断
、
軽
巡
と
駆
逐
艦
を
輸
送
船
代
わ
り
に
使
用
す
る

よ
う
、
連
合
艦
隊
に
求
め
た
の
だ
。

　

こ
の
と
き
注
目
さ
れ
た
の
が
、
第
九
戦
隊
の
球く

磨ま

型
軽
巡

洋
艦
「
北
上
」「
大お

お

井い

」
だ
。

　

両
艦
は
開
戦
前
、
艦
隊
決
戦
用
の
秘
密
兵
器
で
あ
る
重

じ
ゅ
う

雷ら
い

装そ
う

艦か
ん

に
改
装
さ
れ
て
い
る
。

　

竣
し
ゅ
ん

工こ
う

時
に
装
備
し
て
い
た
五
三
・
三
セ
ン
チ
連
装
魚
雷

発
射
管
四
基
と
、
艦
後
部
の
一
四
セ
ン
チ
単
装
主
砲
三
基
を

撤
去
し
、
六
一
セ
ン
チ
四
連
装
魚
雷
発
射
管
一
〇
基
を
装
備

し
た
艦
だ
。

　

片
舷
二
〇
射
線
、
両
舷
四
〇
射
線
の
雷
撃
力
は
、
艦
隊
決

戦
で
威
力
を
発
揮
す
る
と
期
待
さ
れ
た
が
、
現
実
に
起
き
た

水
上
砲
戦
は
局
地
的
な
戦
闘
に
留と

ど

ま
っ
た
。

　

こ
の
た
め
海
軍
中
央
は
、
両
艦
を
高
速
輸
送
艦
に
再
改
装

す
る
と
決
定
し
、
後
部
の
魚
雷
発
射
管
四
基
を
撤
去
し
て
、

空
い
た
場
所
を
物
資
の
搭
載
場
所
に
充あ

て
た
の
だ
。

「
北
上
」
は
、
一
月
半な

か

ば
か
ら
現
在
ま
で
六
回
、
ガ
ダ
ル
カ

ナ
ル
に
物
資
を
輸
送
し
た
。

　

そ
の
間
、
失
敗
は
一
度
も
な
い
。

　

他
の
輸
送
部
隊
に
は
、
潜
水
艦
の
襲
撃
や
Ｂ
17
の
空
襲
に

よ
っ
て
、
物
資
も
ろ
と
も
撃
沈
さ
れ
た
り
、
被
弾
・
損
傷
し

た
り
す
る
艦
も
あ
っ
た
が
、「
北
上
」
が
参
加
し
た
部
隊
は

輸
送
任
務
を
成
功
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
全
艦
が
生
還
し

て
い
る
。

　

輸
送
任
務
に
従
事
す
る
駆
逐
艦
の
乗
員
に
は
、

「『
北
上
』
は
、
輸
送
部
隊
の
守
り
神
だ
」

「
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
に
は
『
北
上
』
と
共
に
行
き
た
い
」
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な
ど
と
公こ

う

言げ
ん

す
る
者
が
少
な
く
な
い
。

「
今
ま
で
上
手
く
い
っ
た
の
は
、
本
艦
乗
員
が
最
初
か
ら
最

後
ま
で
、
緊
張
感
を
持
っ
て
任
務
に
当
た
っ
た
お
か
げ
だ
。

警
戒
心
の
持
続
が
、
本
艦
と
輸
送
部
隊
に
幸
運
を
呼
び
寄
せ

た
の
だ
。
そ
れ
を
忘
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
本
艦
か

ら
も
僚

り
ょ
う

艦か
ん

か
ら
も
、
幸
運
が
逃
げ
て
ゆ
く
」

「
北
上
」
乗
員
に
、
鶴
岡
は
そ
の
よ
う
に
訓
示
し
、
警
戒
を

怠お
こ
たら
ぬ
よ
う
厳
命
し
て
い
た
が
―
。

　

艦
の
後
部
で
は
、
荷
下
ろ
し
の
作
業
が
続
い
て
い
る
。

　

月
齢
一
一
の
お
ぼ
ろ
げ
な
月
明
か
り
が
、
波な

み

間ま

に
浮
か
ぶ

ド
ラ
ム
缶
を
ぼ
ん
や
り
と
照
ら
し
て
い
る
。

　

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
の
海
岸
か
ら
駆
け
付
け
て
来
た
小こ

型が
た

発は
つ

動ど
う

機き

艇て
い

や
内な

い

火か

艇て
い

が
、
ロ
ー
プ
を
ひ
っ
か
け
、
ド
ラ
ム
缶
を
陸

地
へ
と
引
い
て
ゆ
く
。

　

小
し
ょ
う

発は
つ

は
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
の
攻
略
に
当
た
っ
た
陸
軍
川か

わ

口ぐ
ち

支
隊
が
上
陸
作
戦
時
に
使
用
し
た
も
の
、
内
火
艇
は
海
軍

設
営
隊
に
配
備
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

舟
し
ゅ
う

艇て
い

の
多
く
は
、
空
襲
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
が
、
ガ

ダ
ル
カ
ナ
ル
の
守
備
隊
は
偽ぎ

装そ
う

に
よ
っ
て
艇
を
秘ひ

匿と
く

し
、
小

発
と
内
火
艇
一
〇
隻
を
運
用
し
て
い
た
。

「
艦
橋
よ
り
通
信
、
敵
信
傍ぼ

う

受じ
ゅ

の
有う

無む

報し
ら

せ
」

「
現
在
ま
で
に
傍
受
さ
れ
た
敵
信
な
し
」

　

鶴
岡
の
問
い
に
、
通
信
長
仁に

科し
な

三さ
ぶ

郎ろ
う

中
尉
が
答
え
た
。

「
北
上
」
は
重
雷
装
艦
へ
の
改
装
を
受
け
た
と
き
、
砲ほ

う

熕こ
う

兵

装
が
、
一
四
セ
ン
チ
単
装
砲
四
門
、
二
五
ミ
リ
三
連
装
機
銃

二
基
に
減
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

砲
戦
に
な
れ
ば
、
駆
逐
艦
を
相
手
取
っ
て
も
勝
て
る
か
ど

う
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

　

任
務
を
完か

ん

遂す
い

し
、
か
つ
生
き
延
び
る
た
め
に
は
、
敵
を
い

ち
早
く
発
見
す
る
こ
と
が
不ふ

可か

欠け
つ

だ
。

　

水
雷
長
の
飛と

び

田た

清き
よ
し

少
佐
は
、

「
本
艦
に
は
、
両
舷
二
四
射
線
の
発
射
管
が
残
っ
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
な
っ
た
ら
、
魚
雷
に
も
の
を
言
わ
せ
ま
す
よ
」

　

と
、
自
信
あ
り
げ
に
言
っ
て
い
た
が
―
。

　

荷
下
ろ
し
作
業
は
、
順
調
に
運
ん
で
い
る
。

　

軽
巡
、
駆
逐
艦
に
よ
る
物
資
輸
送
を
、
自じ

嘲
ち
ょ
う

的
に
「
ネ
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ズ
ミ
輸
送
」
な
ど
と
呼
ぶ
駆
逐
艦
の
乗
員
も
い
る
が
、
今
は

誰
も
が
黙も

く

々も
く

と
作
業
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

二
三
時
一
八
分（
現
地
時
間
三
月
一
八
日
一
時
一
八
分
）、「
作

業
終
了
！
」

　

の
報
告
が
上
げ
ら
れ
た
。

　

二
七
駆
の
司
令
駆
逐
艦
「
有あ

り

明あ
け

」
と
三
〇
駆
の
司
令
駆
逐

艦
「
弥や

よ
い生
」
か
ら
も
、「
作
業
完
了
」
の
信
号
が
送
ら
れ
る
。

「
錨
上
げ
」

　

鶴
岡
が
下
令
し
た
と
き
だ
っ
た
。

「
左
前
方
よ
り
爆
音
！
」

　

と
の
報
告
が
、
見
張
員
よ
り
上
げ
ら
れ
た
。

「
見
張
り
、
機
種
及
び
機
数
報
せ
」

「
機
種
名
は
不
明
な
れ
ど
単
発
機
の
模
様
。
機
数
一
」

　

見
張
員
の
声
に
、
鎖く

さ
りが
擦
れ
合
う
不
協
和
音
が
重
な
る
。

錨
が
上
げ
ら
れ
た
の
だ
。

「
敵
の
観
測
機
だ
な
」

　

鶴
岡
は
敵
の
正
体
を
見
抜
い
た
。

　

単
発
機
が
一
機
だ
け
と
な
れ
ば
、
敵
の
戦せ

ん

艦か
ん

か
巡
洋
艦
か

ら
放
た
れ
た
水
上
機
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

敵
艦
が
、
近
く
ま
で
迫
っ
て
い
る
の
だ
。

「
全
艦
に
命
令
。『
現
海
面
ヨ
リ
離
脱
ス
。
我
ニ
続
ケ
』」

　

鶴
岡
は
、
安
田
信
号
長
に
命
じ
た
。

　

補
給
物
資
の
投
下
を
終
え
、
身
軽
に
な
っ
て
は
い
る
が
、

敵
艦
隊
と
一
戦
交
え
る
つ
も
り
は
な
い
。

　

今
は
、
艦
の
保
全
が
第
一
だ
。

「
両
舷
前
進
全
速
！
」

「
針
路
三
一
五
度
！
」

　

鶴
岡
は
、
機
関
長
山や

ま

田だ

定さ
だ

智と
も

中
佐
と
佐
藤
航
海
長
に
命
じ

た
。

　

機
関
の
鼓こ

動ど
う

が
高
ま
り
、「
北
上
」
は
前
進
を
開
始
す
る
。

「
面お

も

舵か
じ

一
杯
。
針
路
三
一
五
度
！
」

　

佐
藤
が
操そ

う

舵だ

室
に
下
令
し
、「
北
上
」が
艦
首
を
右
に
振
る
。

左
舷
側
に
見
え
て
い
た
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
稜

り
ょ
う

線せ
ん

が
死
角

に
消
え
る
。

「
敵
機
、
後
ろ
上
方
！
」

　

艦
橋
見
張
員
が
叫
ん
だ
直
後
、
爆
音
が
頭
上
を
通
過
し
た
。
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数
秒
後
、
前
上
方
に
光
源
が
出
現
し
、
青
白
い
光
が
降
り

注
ぎ
始
め
た
。

（
来
る
！
）

　

鶴
岡
が
直
感
し
た
と
き
、
右
後
方
に
発
射
炎
が
閃ひ

ら
めい
た
。

　

一
箇
所
だ
け
で
は
な
い
。
時
間
差
を
置
い
て
、
右
か
ら
左

へ
、
あ
る
い
は
左
か
ら
右
へ
、
不
規
則
に
閃せ

ん

光こ
う

が
走
る
。

「
後
部
見
張
り
よ
り
艦
橋
。
敵
は
巡
洋
艦
三
、
駆
逐
艦
一
〇

以
上
！
」

「
逃
げ
る
が
勝
ち
だ
」

　

見
張
員
の
報
告
を
受
け
、
鶴
岡
は
呟つ

ぶ
やい
た
。

　

後
方
か
ら
敵
弾
の
飛
翔
音
が
迫
り
、「
北
上
」
の
右
舷
側
、

あ
る
い
は
左
舷
側
に
弾
着
の
飛し

ぶ
き沫
が
上
が
る
。

　

後
方
か
ら
も
、
砲
声
が
伝
わ
る
。

　

二
七
駆
、
三
〇
駆
の
各
艦
が
、
後
部
の
主
砲
で
応
戦
を
開

始
し
た
よ
う
だ
。

「
砲
術
よ
り
艦
長
。
二
、
三
番
主
砲
、
撃
ち
方
始
め
ま
す
」

　

砲
術
長
安や

す

平へ
い

輔す
け

少
佐
が
報
告
し
、
一い

っ

拍ぱ
く

置
い
て
砲
声
が

轟と
ど
ろく
。

　

右
後
方
に
指
向
可
能
な
二
、
三
番
主
砲
が
、
砲
撃
を
開
始

し
た
の
だ
。

　

敵
弾
は
、
な
お
も
落
下
す
る
。

　

飛
翔
音
が
後
方
か
ら
追
い
す
が
り
、「
北
上
」
の
前
後
に
、

左
右
に
、
弾
着
の
飛
沫
が
上
が
る
。

　

右
舷
至
近
、
あ
る
い
は
左
舷
至
近
に
も
敵
弾
が
落
下
し
、

鶴
岡
を
ひ
や
り
と
さ
せ
る
。

　

六
基
の
六
一
セ
ン
チ
四
連
装
魚
雷
発
射
管
に
は
、
強
力
無

比
の
九
三
式
六
一
セ
ン
チ
魚
雷
が
装そ

う

填て
ん

さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

こ
こ
に
直
撃
を
受
け
れ
ば
、
魚
雷
が
誘
爆
を
起
こ
し
、「
北

上
」
は
轟ご

う

沈ち
ん

し
て
し
ま
う
。

　

幸
い
、
直
撃
弾
は
な
い
。「
北
上
」
は
七
隻
の
駆
逐
艦
を

従
え
、
闇
の
中
を
疾し

っ

駆く

す
る
。

　

右
前
方
に
、
小
さ
な
島
影
が
見
え
始
め
る
。

　

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
北
西
に
位
置
す
る
サ
ボ
島
だ
。

「
北
上
」
は
速
力
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
サ
ボ
島
の
南
側
を

通
過
す
る
。

　

そ
れ
を
境
に
、
砲
撃
は
間ま

遠ど
お

に
な
り
始
め
た
。



　
基
準
排
水
量
3,500ト

ン
の
天
龍
型
軽
巡
洋
艦
の
就
役
に
よ
り
、
軽
巡
洋

艦
を
水
雷
戦
隊
旗
艦
と
し
て
運
用
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
た
日
本
海
軍
は
、

よ
り
高
性
能
な
駆
逐
艦
と
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
、
天
龍
型
の
発
展
拡
大

版
で
あ
る
基
準
排
水
量
5,500ト

ン
の
軽
巡
洋
艦
９
隻
の
建
造
を
決
め
た
。

こ
の
９
隻
の
う
ち
５
隻
が
球
磨
型
で
あ
り
、
本
艦
は
そ
の
３
番
艦
で
あ
る
。

　
大
正
10年

４
月
に
竣
工
し
た
本
艦
は
、
日
本
海
軍
の
新
兵
器
で
あ
る
酸

素
魚
雷
の
開
発
成
功
を
機
に
、
同
型
艦
の
「
大
井
」
と
と
も
に
61セ

ン
チ

魚
雷
発
射
管
40門

を
搭
載
す
る
重
雷
装
艦
に
換
装
さ
れ
た
。
し
か
し
、
今

次
大
戦
に
お
い
て
艦
隊
決
戦
の
局
面
は
到
来
せ
ず
、
結
局
、
昭
和
17年

９
月
に
後
部
魚
雷
発
射
管
４
基
を
撤
去
し
、
こ
こ
に
大
型
発
動
機
艇
４
隻
を

搭
載
す
る
高
速
輸
送
艦
と
す
る
再
改
装
工
事
を
受
け
た
。

　
現
在
、
本
艦
は
南
方
へ
の
物
資
輸
送
に
お
け
る
重
要
な
戦
力
と
し
て
、

日
本
海
軍
の
み
な
ら
ず
陸
軍
の
将
兵
か
ら
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

全
長
 

162.2m
最
大
幅
 

14.2m
基
準
排
水
量
 

6,887ト
ン

主
機
 

ギ
ヤ
ー
ド
タ
ー
ビ
ン
 4基
／
4軸

出
力
 

77,989馬
力

速
力
 

32.0ノ
ッ
ト

兵
装
 

14cm 50口
径
 単
装
砲
 4門

 
25mm 3連

装
機
銃
 2基

 
61cm 4連

装
魚
雷
発
射
管
 6基

搭
載
艇
 

大
型
発
動
機
艇
 4隻
 

乗
員
数
 

486名
同
型
艦
 

大
井

日
本
海
軍
 球
磨
型
軽
巡
洋
艦
「
北
上
」
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弾
着
が
散
発
的
に
な
り
、
や
が
て
消
え
る
。

「
後
部
見
張
り
、
後
続
艦
の
状
況
報
せ
」

「
全
艦
、
我
に
続
行
中
！
」

「
よ
し
！
」

　

報
告
を
受
け
、
鶴
岡
は
大
き
く
頷う

な
ずい
た
。

　

輸
送
部
隊
に
被
害
は
な
い
。

「
北
上
」
と
七
隻
の
駆
逐
艦
は
、
虎こ

口こ
う

か
ら
逃
れ
た
の
だ
。

「
友
軍
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？
」

　

佐
藤
が
表
情
を
曇く

も

ら
せ
た
。

　

陸り
く

揚あ

げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
補
給
物
資
は
、
多
く
が
海
岸
に

残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
敵
艦
隊
の
砲
撃
を
受
け
れ
ば
、

ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。

「
う
む
…
…
」

　

と
の
み
、
鶴
岡
は
答
え
た
。

　

鶴
岡
自
身
も
同
じ
こ
と
を
懸け

念ね
ん

し
て
い
た
が
、
自
分
た
ち

の
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
軽
巡
一
隻
、
駆
逐
艦
七
隻

で
は
、
物
資
を
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
に
運
ぶ
だ
け
で
精せ

い

一い
っ

杯ぱ
い

だ
。

　

鶴
岡
は
、
声
を
励
ま
し
た
。

「
物
資
を
焼
か
れ
た
ら
、
ま
た
運
ぶ
ま
で
だ
。
本
艦
は
、
強

運
艦
だ
か
ら
な
」

　

同
じ
頃
、「
北
上
」
の
姉
妹
艦
「
大
井
」
は
、
ポ
ー
ト
・

モ
レ
ス
ビ
ー
の
沖
で
空
襲
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。

「
北
上
」
が
、
主
と
し
て
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
へ
の
物
資
輸
送
に

従
事
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
大
井
」
は
モ
レ
ス
ビ
ー
の
守

備
隊
に
補
給
物
資
を
送
り
届
け
て
い
る
。

　

こ
の
日
は
「
大
井
」
の
他
、
第
一
四
戦
隊
の
軽
巡
洋
艦

「
由ゆ

良ら

」「
天て

ん

龍り
ゅ
う」、
第
二
二
、
二
四
駆
逐
隊
の
七
隻
が
、
輸

送
任
務
に
当
た
っ
て
い
た
。

　

物
資
輸
送
に
は
成
功
し
た
が
、
帰
路
、
モ
レ
ス
ビ
ー
か
ら

七
〇
浬カ

イ
リ
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
旗き

艦か
ん

「
由
良
」
の
艦
上

に
信
号
灯
の
光
が
点
滅
し
た
の
だ
。

「『
由
良
』
よ
り
信
号
。『
上
空
警
戒
。
第
一
配
備
』
！
」

「
対
空
戦
闘
。
配
置
に
就つ

け
！
」

　

信
号
長
梅う

め

津づ

浩こ
う

太た

上
等
兵
曹
の
報
告
を
受
け
た
艦
長
相そ

う

馬ま
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信し
ん

四し

郎ろ
う

大
佐
は
、
高こ

う

声せ
い

令れ
い

達た
つ

器き

を
通
じ
て
下
令
し
た
。

「
大
井
」
の
艦
上
は
、
騒
然
と
な
っ
た
。

　

敵
の
水
上
艦
艇
や
潜
水
艦
、
魚
雷
艇
の
襲
撃
は
警
戒
し
て

い
た
が
、
夜
間
空
襲
ま
で
は
想
定
し
て
い
な
い
。

　

モ
レ
ス
ビ
ー
で
も
、
ラ
バ
ウ
ル
で
も
、
Ｂ
17
に
よ
る
夜
間

空
襲
は
あ
っ
た
が
、
洋
上
を
行
動
中
の
艦
船
が
敵
機
に
襲
わ

れ
た
例
は
な
い
。

　

そ
れ
で
も
、
乗
員
の
動
き
は
速
い
。

「
対
空
戦
闘
」
を
告
げ
る
ラ
ッ
パ
が
吹
き
鳴
ら
さ
れ
、
機
銃

員
が
三
番
煙え

ん

突と
つ

の
両
脇
に
設
け
ら
れ
て
い
る
二
五
ミ
リ
三
連

装
機
銃
に
取
り
付
く
。

　

前
部
に
四
基
が
装
備
さ
れ
て
い
る
一
四
セ
ン
チ
単
装
主
砲

の
う
ち
、
右
舷
側
に
指
向
可
能
な
一
、
二
、
三
番
主
砲
が
旋

回
す
る
。

「
艦
長
よ
り
砲
術
。
射
撃
の
時じ

機き

判
断
は
任
せ
る
」

「
射
撃
の
時
機
判
断
は
、
射
撃
指
揮
所
に
て
行
い
ま
す
」

　

相
馬
の
指
示
を
受
け
、
砲
術
長
藤ふ

じ

田た

虎と
ら

治じ

郎ろ
う

大
尉
が
復ふ

く

唱し
ょ
うを
返
す
。

「
艦
長
よ
り
水
雷
。
魚
雷
を
全
て
投と

う

棄き

せ
よ
。
連
管
員
は
投

棄
後
、
艦
内
に
避ひ

退た
い

」

「
投
棄
で
す
か
⁉
」

　

水
雷
長
上う

え

野の

保や
す

兵べ

衛え

大
尉
が
、
驚
い
た
声
で
聞
き
返
し
た
。

　

艦
中
央
部
の
発
射
管
六
基
に
は
、
九
三
式
六
一
セ
ン
チ
魚

雷
四
本
ず
つ
が
装
填
さ
れ
て
い
る
。
一
発
で
も
敵
艦
に
命
中

す
れ
ば
、
大
損
害
を
与
え
ら
れ
る
酸
素
魚
雷
だ
。

　

そ
れ
を
二
四
本
、
空む

な

し
く
捨
て
る
の
か
、
と
問
い
た
げ
だ
。

「
投
棄
だ
。
被
弾
時
の
誘
爆
を
防
ぐ
」

「
で
す
が
、
こ
の
先
、
敵
艦
隊
に
遭
遇
し
た
ら
…
…
」

「
目
の
前
の
危
機
を
切
り
抜
け
る
の
が
先
だ
。
責
任
は
、
艦

長
が
取
る
」

「
…
…
分
か
り
ま
し
た
。
魚
雷
を
全
て
投
棄
し
ま
す
」

　

気け

圧お

さ
れ
た
よ
う
な
口
調
で
、
上
野
は
応
え
た
。

　

無
念
極
ま
り
な
い
、
と
言
い
た
げ
だ
っ
た
。

　

艦
橋
の
後
方
か
ら
、
水
音
が
届
く
。

　

改
装
前
は
、
帝
国
海
軍
最
強
の
雷
撃
力
を
誇
っ
た
重
雷
装

艦
だ
。
改
装
後
も
な
お
、
両
舷
二
四
射
線
の
雷
撃
力
を
持
っ
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て
い
た
。

「
大
井
」
に
と
っ
て
は
命
と
も
呼
ぶ
べ
き
両
舷
二
四
本
の
魚

雷
が
、
敵
の
水
線
下
を
抉え

ぐ

る
こ
と
も
な
く
、
海
中
に
姿
を
消

し
て
ゆ
く
。

　

一
四
戦
隊
の
「
由
良
」
と
「
天
龍
」
は
ど
う
か
、
と
思
い
、

前
方
に
目
を
凝こ

ら
し
た
が
、
僚
艦
の
動
き
は
は
っ
き
り
と
は

分
か
ら
な
か
っ
た
。

「
大
井
」
が
対
空
戦
闘
の
準
備
を
整
え
た
と
き
に
は
、
爆
音

が
聞
こ
え
始
め
て
い
る
。

「
Ｂ
17
で
は
な
さ
そ
う
だ
な
」

　

誰
に
と
も
な
し
に
、
相
馬
は
言
っ
た
。

「
由
良
」
か
ら
信
号
が
送
ら
れ
た
と
き
、
モ
レ
ス
ビ
ー
に
向

か
う
Ｂ
17
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
の
だ
。

　

だ
が
、
爆
音
は
低
空
か
ら
伝
わ
っ
て
来
る
。

　

敵
の
目
標
は
、
輸
送
部
隊
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

「
対
空
射
撃
よ
り
も
、
操
艦
で
回
避
す
る
。
操
艦
は
、
航
海

長
に
任
せ
る
」

　

相
馬
は
、
航
海
長
原は

ら

口ぐ
ち

栄さ
か
え

少
佐
に
方
針
を
伝
え
た
。

「
大
井
」
の
対
空
兵
装
は
貧ひ

ん

弱じ
ゃ
く
な
上
に
、
今
は
夜
間
だ
。

一
四
セ
ン
チ
単
装
主
砲
も
、
二
五
ミ
リ
三
連
装
機
銃
も
、
命

中
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
。

　

回
避
運
動
を
行
っ
た
方
が
、
生
き
延
び
ら
れ
る
機
会
が
増

え
る
。

　

原
口
は
一
昨
年
一
〇
月
よ
り
、
約
一
年
半
に
亘わ

た

っ
て
「
大

井
」
の
航
海
長
を
務
め
て
い
る
。

　

艦
の
癖く

せ

に
つ
い
て
は
、
熟

じ
ゅ
く

知ち

し
て
い
る
は
ず
だ
。

「
敵
弾
は
、
全
て
か
わ
し
て
御ご

覧ら
ん

に
入
れ
ま
す
」

　

原
口
は
、
落
ち
着
い
た
声
で
返
答
し
た
。

　

敵
機
の
爆
音
は
、
更
に
拡
大
し
て
い
る
。
右
正せ

い

横お
う

か
ら
、

急
速
に
近
づ
い
て
来
る
。

「
由
良
」「
天
龍
」
の
艦
上
に
、
発
射
炎
が
閃
い
た
。

　

僅わ
ず

か
に
遅
れ
て
、「
大
井
」
の
一
四
セ
ン
チ
単
装
主
砲
も

火
を
噴
い
た
。

「
二
二
駆
、
二
四
駆
、
撃
ち
方
始
め
ま
し
た
！
」

　

後
部
見
張
員
が
、
僚
艦
の
動
き
を
報
告
す
る
。

　

右
舷
上
空
の
闇
の
中
に
、
次
々
と
爆
発
光
が
閃
く
。
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光
の
中
、
瞬
間
的
に
敵
の
機
影
が
浮
か
び
上
が
る
。

「
敵
二
機
、
右
正
横
！
」

「
面
舵
一
杯
。
針
路
二
一
〇
度
！
」

　

見
張
員
の
報
告
を
受
け
る
や
、
原
口
が
操
舵
室
に
下
令
し

た
。

「
大
井
」
は
す
ぐ
に
は
艦
首
を
振
ら
ず
、
直
進
を
続
け
て
い

る
。

　

艦
橋
の
後
方
か
ら
連
射
音
が
届
き
、
真
っ
赤
な
火か

箭せ
ん

が
翔か

け

上あ

が
り
始
め
た
。

　

右
舷
側
の
一
番
機
銃
が
火
を
噴
い
た
の
だ
。

　

僅
か
に
遅
れ
て
、
爆
音
が
続
け
ざ
ま
に
「
大
井
」
の
頭
上

を
通
過
す
る
。

　

左
舷
側
か
ら
も
、
二
五
ミ
リ
弾
の
火
箭
が
翔
上
が
る
が
、

そ
れ
が
敵
機
を
捉と

ら

え
る
こ
と
は
な
い
。
敵
機
は
輸
送
部
隊
の

左
方
へ
と
離
脱
し
て
い
る
。

　

弾
着
が
来
る
か
、
と
思
っ
た
が
、
直
撃
弾
も
至
近
弾
も
な

か
っ
た
。

　

代
わ
り
に
、
部
隊
の
左
舷
上
空
に
多
数
の
光
源
が
出
現
し
、

月
明
か
り
を
思
わ
せ
る
お
ぼ
ろ
げ
な
光
が
降
り
注
ぎ
始
め
た
。

「
敵
機
、
右
正
横
。
高
度
〇マ

ル

六ロ
ク

（
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
！
」

　

艦
橋
見
張
員
が
叫
ぶ
。

　

新
た
な
爆
音
が
、
右
方
か
ら
聞
こ
え
て
来
る
。

　

数
は
五
、
六
機
だ
。
吊

ち
ょ
う

光こ
う

弾だ
ん

の
光
に
照
ら
さ
れ
た
軽
巡

や
駆
逐
艦
を
狙
っ
て
来
る
。

「
大
井
」
の
舵か

じ

が
利き

き
始
め
、
艦
首
が
大
き
く
右
に
回
っ
た
。

「
大
井
」
が
直
進
に
戻
っ
て
か
ら
数
秒
後
、
艦
の
左
右
両
舷

付
近
で
、
続
け
ざ
ま
に
爆
発
が
起
き
た
。

　

左
右
か
ら
押
し
寄
せ
る
爆
風
が
、「
大
井
」の
艦
体
を
右
に
、

左
に
と
揺
さ
ぶ
る
。

　

飛
び
散
っ
た
海
水
が
驟

し
ゅ
う

雨う

と
な
っ
て
、「
大
井
」
の
前
甲

板
や
一
四
セ
ン
チ
単
装
主
砲
の
上
か
ら
降
り
注
ぐ
。

　

艦
底
部
を
突
き
上
げ
る
爆
圧
は
な
い
。

　

敵
は
着

ち
ゃ
く

発は
つ

信し
ん

管か
ん

付
き
の
瞬

し
ゅ
ん

発ぱ
つ

弾だ
ん

を
使
用
し
た
の
だ
ろ
う
、

爆
弾
は
全
て
海
面
で
爆
発
し
て
い
る
。

　

八
発
の
至
近
弾
を
数
え
た
と
き
、

「『
由
良
』
に
至
近
弾
！
」
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艦
橋
見
張
員
が
報
告
し
た
。

　

相
馬
は
、
ち
ら
と
左
舷
側
を
見
や
っ
た
。

「
天
龍
」「
由
良
」
も
面
舵
を
切
り
、
敵
機
に
艦
首
を
向
け

て
い
る
。

「
敵
六
機
、
前
上
方
！
」

　

ま
た
、
新
た
な
報
告
が
上
げ
ら
れ
た
。

　

前
甲
板
に
発
射
炎
が
閃
き
、
砲
声
が
艦
橋
を
包
ん
だ
。

　

前
上
方
に
指
向
可
能
な
一
、
三
、
四
番
主
砲
が
、
砲
門
を

開
い
た
の
だ
。

　

命
中
を
期
待
す
る
が
、
敵
機
が
火
を
噴
く
様
子
は
な
い
。

針
路
、
速
度
と
も
変
え
る
こ
と
な
く
、
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

低
高
度
か
ら
、「
大
井
」
目
が
け
て
突
っ
込
ん
で
来
る
。

「
大
井
」
の
右
舷
側
で
、
あ
る
い
は
左
舷
側
で
、
外は

ず

れ
弾だ

ま

が

爆
発
し
、
爆
風
が
艦
を
揺
さ
ぶ
る
。

　

艦
橋
の
左
脇
に
も
一
発
が
落
下
し
、
盛
大
な
飛
沫
が
上
が

る
。

　

直
撃
弾
は
な
い
。

「
大
井
」
は
紙か

み

一ひ
と

重え

の
と
こ
ろ
で
、
敵
弾
を
か
わ
し
て
い
る
。

　

最
後
の
一
機
が
後
方
に
飛
び
去
っ
た
。

「
ど
う
や
ら
、
こ
れ
で
―
」

　

相
馬
が
呟
い
た
と
き
、
艦
の
後
部
か
ら
炸さ

く

裂れ
つ

音
と
衝
撃
が

伝
わ
っ
た
。

「
大
井
」
の
艦
体
は
激
し
く
震
え
、
金
属
的
な
叫

き
ょ
う

喚か
ん

を
発

し
た
。

　

秘
密
兵
器
で
あ
る
重
雷
装
艦
に
改
装
さ
れ
た
と
は
い
え
、

元
は
大
正
一
〇
年
に
竣
工
し
た
旧
式
軽
巡
だ
。
艦
齢
は
二
一

年
に
及
び
、
艦
体
は
老ろ

う

朽き
ゅ
う

化
が
進
ん
で
い
る
。

　

そ
の
艦
体
が
、
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

「
水
雷
よ
り
艦
橋
。
五
番
連
管
被
弾
！
」

「
艦
長
よ
り
副
長
。
消
火
急
げ
！
」

　

上
野
水
雷
長
か
ら
上
げ
ら
れ
た
報
告
を
受
け
、
相
馬
は
応

急
指
揮
官
を
務
め
る
副
長
勝か

つ

原は
ら

維こ
れ

顕あ
き

中
佐
に
下
令
し
た
。

　

同
時
に
相
馬
は
、
戦
闘
開
始
前
の
判
断
が
正
し
か
っ
た
こ

と
を
悟さ

と

っ
た
。

　

魚
雷
は
惜お

し
か
っ
た
が
、「
大
井
」
は
誘
爆
、
轟
沈
の
運

命
を
免ま

ぬ
かれ
た
。



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




